平成３０年度　前期学校評価
学校名（　　松原中　　学校）

	教育目標
自律・友愛・創造　(自らを律し，なかまを大切に，創造性豊かな人)
自らを鍛え，責任ある行動をとり，学び合い，高め合う「なかまづくり」ができ，自らの「夢の実現」に向けて，何事にもチャレンジする創造性豊かな生徒の育成を目指す。


（１）「確かな学力」の育成に向けて 『学力向上プラン』
	重点目標
（１）生徒が探究心を向上させ，学習意欲を高める授業を実践し，学びに向かう力を育む。
（２）言語活動と協同を意識した授業を実施し，図書室を活用した授業に取り組む。
（３）体験的な学習活動を充実させるとともに，「２１世紀型能力」の向上を意識した授業改善に　取り組む。
（４）地域と連携した伝統文化教育を充実させ，全教育活動で取り組む。
（５）学習確認プログラム等において，本校の平均点の向上を図る。
（６）信頼される総括評価と形成的評価を充実させる。
（７）「特別の教科　道徳」も含め,すべての教科に言語活動・協同・議論を意識した授業を展開する。

	具体的な取組
○学力・コミュニケーション能力の定着のための少人数分割授業として，話し合い活動を取り入れた授業の実施（３年の数学）。
○学力(言語活用能力・コミュニケーション能力)の定着のためのＴＴでの話し合い活動を多く取り入れたきめ細かな授業の実施（全学年国語，１年英語，３年保体）。
○「学力向上チーム」を構成し，学習確認プログラムや全国学力・学習状況調査等を活用して，学力分析を行い，課題に対する共通認識のための研修会を実施。
○学習に遅れがちな生徒には，定期テスト前や長期休業中に『補充学習』・『土曜学習』を実施し，また，夏季休業中や完全下校後に『ふりスタ学習会』『みらスタ学習会』の実施と充実。
○理科においては，観察や実験を多く取り入れ，体験と実感を伴った理解や科学的な思考力を養う。
○毎日の家庭学習の習慣づけをするための取り組み（自学自習プリントの活用・点検や週末課題の実施）を進め，主体的な学びにつながる自学自習の習慣化を図る。
○学習確認プログラムの予習・復習シートや全国学力・学習状況調査を通したPDCAサイクルの効果的な運用。
○教科指導（授業）が究極の生徒指導と捉えて，授業規律の見直しや授業改善や教材研究を行う。そのための「授業研修」の充実（研究授業週間を年３回設定する）。
○メンターとなる外部講師等を招聘し，教職員が学び，少人数話し合い活動を取り入れた授業展開を積極的に進めていく（生徒の言語活用能力・コミュニケーション能力の定着と考える力の育成につなげる）。
○朝読書１０分間の時間確保と指導の徹底。
○教員の指導力向上のために定期的に研修会を行い，互いに研鑽する機会をもつ。今年度は特に道徳の指導と評価に関する研修を充実させる。

	（取組結果を検証する）各種指標
・保護者アンケートや生徒アンケートを実施し，「わかる」授業，達成感のある授業が実践できているかを点検し，以降の研修のあり方や授業改善につなげる。
[bookmark: _GoBack]・家庭学習課題や週末課題を点検するとともに，家庭学習の定着率向上を目指す。特に週末課題は全員の提出を目指す。



中間評価
	各種指標結果
・週末課題を課すことにより，土日も学びに向かう姿勢が生まれてきている。ただし，全員の提出までは至っていない。
・生徒アンケートで「どの授業にも真剣に取り組めている」と回答が全学年で９割を超え，ほとんどの生徒が落ち着いて学習に取り組もうとしていることがうかがえる。また，すべての教科において，ほとんどの生徒が「よく頑張っている」と答えている。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・学習確認プログラムにおいて，３年生は英語科で年々伸びてきている。数学科や理科でも伸びてきており，校内研修等における授業改善の成果が反映していると思われる。
・１年生は当初のジョイントプログラムを受けて（たとえば小学校漢字からの学び直しを含めて）家庭学習課題にも力を入れており，確認プログラム・ベーシックで検証したい。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・全国学力・学習状況調査の質問紙からは，家で学校の宿題をしているという回答が９割以上と高く，これは週末課題や普段の宿題を適度に課していることに対してほぼ取り組めていることを示している。また，独自アンケートからでも，生徒や保護者からは（家庭学習課題に対して）肯定的な回答を得ているため，今後も続けていきたい。ただし，家で自分で計画を立てて勉強しているという回答は約半数にとどまっており，与えられた課題には取り組めるものの自主的にできているとは言い難い面もある。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・週末課題は今後も継続して取り組み，更なる学力の向上と家庭学習習慣の確立を目指したい。
・自律的に計画を立てて家庭学習に向かえる生徒を増やしたい。特に３年生は進路決定を控えているため，学校のない日であっても３時間以上学習に向かえる生徒を増やしたい。
・授業に真剣に取り組める，各教科の授業は楽しいという回答が今後も得られるよう，授業改善に取り組んでいきたい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・生徒アンケートにおいて，各教科の授業が楽しいという回答の生徒が，全学年において９割を超えているのはいいことであり，今後もわかる授業・楽しい授業を心掛けていただきたい。
・家庭学習の工夫を努力していることはわかるが，さらに工夫していく必要がある。
・運営協議会としても，英検や土曜学習の支援を，今後も行っていきたい。



（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点目標
（１）生徒理解を深め，ていねいな個別対応を実践するとともに，積極的な生徒指導を実現していく。
（２）いごこちのよい温かな学級づくりをし，承認感のあるよりよい集団とするために学級経営力を向上させ，自他を大切にする態度や心を育てていく。
（３）生徒会活動や部活動の充実を通して，生徒の健全育成やボランティア精神の向上を図る。
（４）人権文化の定着を図り，参加体験型人権教育を推進する。
（５）総合的な学習の時間，道徳，特別活動を充実させ，よりよい人格形成を推進していく。
（６）生徒の「いいとこ探し（ハッピーマッピー）」を全学年で行い，自己肯定感や自己有用感の向上に努める。
（７）平成30年度の「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の研究指定を受け，考え議論する道徳の指導を充実させることにより，自律心や他者への思いやり，ボランティア精神等の一層の育成に取り組む。

	具体的な取組
○生徒会活動や学級活動，学校行事を活性化し，自治能力や自尊感情等を高めることにつなげていく。
○道徳の授業の充実を図るために，さまざまな形態の授業を積極的に取り入れて行う。（話し合い活動・学年道徳・全校道徳・小中合同道徳など）
○校庭内の花壇，畑地に季節の草花を積極的に育て，自然に親しみ，命を尊ぶ気持ちや，生き物を大切にする心を醸成する（生徒会環境委員会やボランティア生徒による植栽と管理）。
○毎朝の「朝読書」の時間の保障と指導の徹底により，生涯学習としての読書習慣を身につけさせ，気持ちを読み取る力の充実を図る。
○生徒指導の一環として，登校時の「あいさつ」運動を年間を通して実施していく。
○互いの人間関係を上手く保つための「ありがとう」等の言葉を互いにかけるよう，道徳・学活等で日常的に指導する（感謝と謙虚の心を持った生徒を育成する）。
○生徒会活動や委員会活動を通して，自治能力を高めるとともに，しっかりとした規範意識をもった生徒の育成を図る。
○ＰＴＡや，学校運営協議会と学校が協力して，地域とともに豊かな心を育む活動を行う。
○保幼小中館連携協議会等を通じて，地域の子どもたちの規範意識の醸成や公共の精神の育成を図る。
○地域の伝統文化体験・見学や歴史に触れて，地域を誇れる子どもの育成を図る。
○全学年で「ハッピー・マッピー（いいとこ探し）」を行い，毎週生徒にフィードバックして自己肯定感や自己有用感の向上を図る。
〇平成30年度の「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の研究指定を受け，年２回の道徳の公開授業を行うとともに，１月に研究発表（研究授業を伴う）を行う。
〇伝統文化をはじめ，地域の諸行事に積極的に参画し，大人との触れ合いを通して地域に貢献し，公共の精神を持った生徒を育成する。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒指導部が中心となって，毎週「いいとこ探し」を行い，自己肯定感や自己有用感がどのように推移したか，アンケート調査の分析を行う。
・クラマネの分析や教育相談を通して，親和性のある温かな学級集団が育っているか検証をかける。
・「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の研究指定による生徒アンケートから，公共の精神やボランティア精神が向上しているかどうか検証し，春から秋にかけて肯定的な回答を増やす。



中間評価
	各種指標結果
・自己肯定感に関するアンケートでは肯定的な回答が増加している。
・「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の研究指定による生徒アンケートから，公共の精神やボランティア精神については，春よりも向上が認められる。
・生徒アンケートでは，学校にあるルールをしっかり守れていると考えている生徒は，全学年で９割り以上である。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・毎日の「いいとこさがし」は，欠かさず実施し週末に生徒へフィードバックできている。
・生徒会活動や学級活動，学校行事を活性化が多々あったが，自治能力や自己肯定感，協調性等の向上につなげることができた。
・生徒会環境整備委員会やボランティア生徒の手による花の植栽を行い，花壇やプランターに常に花が咲き，心が和む空間ができている。自然に親しみ，命を尊ぶ気持ちや，生き物を大切にする心の醸成につながっている。
・３年生の将来の夢や目標についての質問紙調査では，肯定的な回答が昨年度より増えた。１年生から系統的に行っている進路（キャリア）学習や高校訪問等が実を結んできている。
・毎朝の読書活動には集中して取り組めているが，家庭では著しく読書時間が減少する。小中の継続的な取り組みにも関わらず，昨年度と比べても読書習慣がなかなか定着していない。
・前期にあった地域行事へのボランティア活動について，参加した生徒による報告会「トークイン松原」を行った。地域で貢献できる場があることのアピールにもなった。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・生徒会環境整備委員会やボランティア生徒の手による花の植栽を引き続き行い，花壇やプランターに常に花が咲いている潤いのある環境づくりを行う。
・後期は地域での行事が多いため，地域の諸行事に積極的に参画し，大人との触れ合いを通して地域に貢献できる機会がある。その機会を生かして，郷土愛や公共の精神を持った生徒を育成する。
・生徒アンケートでは，生徒による自治的活動を感じている生徒は，全学年で９割以上あり，今後も教師が支援しつつ自治的活動が活発に行えるよう工夫していく。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の研究指定により，自律心や他者への思いやり，ボランティア精神等がさらに上昇することを目指す。
・地域行事（餅つき会）への積極的な参加を呼びかけたり，校内美化活動へのボランティア参加
　を通して，ボランティア活動への参画意識を１割以上高める。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・活字離れが言われる中，生徒アンケートから読書に親しむようになったという回答が多いのはいいことである。教科の授業でも図書館を活用した授業が増えているので，さらに読書活動の推進が望まれる。
・見守り隊として毎朝，挨拶をしているが，ここ２・３年登下校時に声をかけると挨拶を返してくれる生徒が多くなった。これは良い傾向だと考えている。
・生徒アンケートと保護者アンケート双方から，家庭での親子のコミュニケーションが良好であることがわかる。これは好ましいことだ。
・冬には，自治連合会主催の「餅つき会」があり，昨年同様中学生にも呼び掛けてボランティア体験できる場を設定している。参加する生徒は喜んでいるので地域としても支援したい。


（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標
（１）「いのち」を最も大切であるという理念のもと，活気があり，安心して，安全な学校生活が送れることに重点を置いて学校活動を進める。
（２）保健衛生面に関心を持ち，積極的に健康維持に努めようとする態度を養う。
（３）基本的生活習慣の確立に向け，食や生活習慣について家庭への啓発を図る。

	具体的な取組
○保健衛生全般について，生徒会・保健安全委員会が中心となり，広報活動をしていく。また，養護教諭による，「保健だより」により啓発をしていく。
○性教育・安全教育・健康教育に関する学習（禁煙，薬害，エイズなど）を系統的に取り組み，学活を活用して実施していく。
○地域や学校運営協議会との連携により，地域や保護者の要望等を取りいれ，防煙・薬物乱用防止教室等を計画していく。
○食べること，寝ることなどの基本的生活習慣を整え，活力や意欲のある生活を送るために，食教育を充実させる。また，体育健康教育室の協力を仰ぎ，食育に関する保護者啓発を行う。
○基本的生活習慣等の健康調査をおこない，課題や改善点を共通認識し，日常の教育活動に生かせるよう研修会を行っていく。
○学校保健委員会，保護者会，学校運営協議会を通して，健康教育への協力と理解をしていただくための活動をおこない，地域とともに子育てを行う。
○スマホ依存を防ぐため，学級での生活習慣指導とともに，外部講師による健康生活向上へ向けた講話の機会を持つ。

	（取組結果を検証する）各種指標
・健康調査を行い，朝食の接種率や就寝時間の調査を通して，基本的生活習慣の確立の状況を分析し，
スマホ，テレビ，ゲーム等の時間の比率の推移を点検する。特にスマホへの依存度合いを減少させる。
・防煙・薬物防止，飲酒防止教室等を各学年で実施し，健全で安全な生活が送れるよう指導し，今年度も喫煙，飲酒，薬物ゼロを目指す。



中間評価
	各種指標結果
・食べること，寝ることなどの基本的生活習慣を整え，活力や意欲のある生活を送るために，生活アンケートを取っているが，生活習慣の不規則から睡眠不足による保健室への来室が２年生で多学年より倍近く多く，テレビ・ゲーム・スマホ等の要因が考えられる。
・防煙・薬物防止，飲酒防止教室等を各学年で実施し，健全で安全な生活が送れるよう指導し，上半期の認知件数は喫煙，飲酒，薬物ゼロであった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・携帯電話やスマートフォンの利用率が高く，放課後にゲームやインターネットをしている率は昨年度同様に高い。学級のみならず外部講師を招いて携帯教室等で指導をしているのだが，家庭でのルールの有無に左右されざるを得ない。依存傾向にある生徒も少なからずいる。家庭での保護者の協力が必要なため，さらに家庭教育学級等で力を入れる必要がある。
・不登校対策委員会を定例でもち，対象生徒や保護者に対する支援のあり方を検討してきている。多様な支援のあり方についてSCよりその都度助言をもらっている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・今年度から小中の養護教諭が連携を組み，健康生活に係るアンケートで課題と改善策を検討することを行っている。家庭での生活習慣やスマホ依存等は，小学校から保護者への啓発が必要なため，引き続き連携をとっていきたい。
・学校保健委員会，保護者会，学校運営協議会を通して，健康教育への協力と理解をしていただくための活動を引き続き行う。
・後期も健康安全面について，生徒会・保健安全委員会が中心となり，広報活動をしていく。また，養護教諭による，「保健だより」を発行するとともに担任が随時健康指導をしていく。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・学校保健委員会等の実施により，校医の先生より生活習慣の改善について助言いただくとともに，家庭教育講座等を通して規則正しい生活習慣ができる生徒を今まで以上に増やせるように保護者啓発する。
・インフルエンザ予防と健康的な日々を過ごせるよう，引き続き保健だよりを発行して生徒や保護者の啓発を行っていく。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・喫煙，飲酒，薬物ゼロであったとのことであるが，これからも危機意識をもって取り組んでもらいたい。
・朝の欠食生徒（人数は多くないが）は，健康面から考えてもよくないので，教育相談や面談等の機会に改善の働きかけをすることが望ましい。


（４）学校独自の取組
	重点目標
義務教育９年間の教育目標を「育ちと学びの連続性の確立」と捉え
○地域の子どもたちの様子を保・幼・小・中・地域で交流し，課題を探り共有を図る。
○保・幼・小・中・地域で，目指す子ども像の具現化に向けて実践する。
〇「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の指定を通して，考え議論する道徳教育の確立と評価についての研究を進める。

	具体的な取組
○夏季休業中に３校合同での全教員参加研修を実施し，分科会でテーマことに研鑽を深め，児童生徒の課題や育てたい力について共通認識を図るとともに，小中連携の一層の充実を目指す。
○「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」を進めるため研究体制を整え，５月より研究授業を実施いていくとともに，年２回の公開授業は保護者・地域にも公開する。また，小学校高学年と中学校１年生の合同道徳授業を実施する。研究成果は３１年１月の発表会でエビデンスとともに発表する。
○毎月の３校校長会，教頭・教務・研究主任を加えた総務部会，生徒指導主事・主任会，オープンスクールの開催，保幼小中館連携会議（館は児童館）の活性化等の取組を展開することで小中連携の充実を図る。

	（取組結果を検証する）各種指標
・ジョイントプログラム，学習確認プログラムの分析による小学校から中学校への接続状況に落ち込みは見られないか，不登校の状況はどう変化したか等，学力向上委員会や生徒指導委員会で検証する。ジョイントから確認ベーシックヘ，プレ１からプレ３へ，ファーストからセカンドへの向上をめざしたい。また地域の子どもたちの様子について，学校運営協議会において評価を仰ぐ。



中間評価
	各種指標結果
・オープンスクール（中学校での小学校６年生の授業体験や部活動体験）等の成果があって，新入生で不調をきたす生徒はいなかった。また育成学級では小中が綿密に引継ぎを行えたため，中学校生活が順調に行えている。
・学力面においては学年が上がるにつれて上昇傾向にある。全国学力・学習状況調査では，特に数学科において活用する力に伸びが見られた。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・地域の子どもたちの様子を保・幼・小・中・地域で交流し，課題を探り共有を図るため，保幼小中館連携会議を行った。地域の連合会会長も参加していただき，地域の子どもたちの情報交換に役立った。
・「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」を進めるため，６月に道徳の公開授業を実施し，保護者のみならず地域のかたにも参観していただくことができた。
・毎月の３校校長会で，小中や地域の合同行事をはじめとする情報交換を継続して行えている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」を進め，今後も豊かな心を育てる研究を推進いていくとともに，後期の公開授業も保護者・地域に公開する。また，小学校高学年と中学校１年生の合同道徳授業を実施する。
・オープンスクールで中学校の授業体験の機会を持つとともに，今年度は６年生の保護者にも参観していただくようにする。また，部活動見学・体験も実施する。また，道徳や人権に関する研究授業を相互に公開し参観し合う。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・小学校高学年と中学校１年生の合同道徳授業を実施し，保護者にも公開する。児童生徒の振り返りシートで，すべての授業において授業評価の向上を目指す。
・道徳の研究交流をもち，小中における接続について研修を深めるとともに，来年度の中学校道徳教科化へ向けて，今年度研究（指定）の成果を１月下旬に発表する。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の研究指定を受け，公開授業も保護者のみならず地域にも行うことは良い取り組みである。道徳性を一層養うチャンスであり，豊かな心をより伸ばしてもらいたい。
・オープンスクールに，今年度は小学校６年生の保護者も参観できることは良いことで，これからも小中一貫へ向けた取り組みを一層推進していくことが望まれる。学校運営協議会も小中合同会議をもち，学校の活動を支援したい。



